
楽しい
たの

学校
がっこう

を創る
つく

ための 安心
あんしん

・安全
あんぜん

ルール 2025 

 
ほかの子

こ

に対
たい

して 学習
がくしゅう

について 先生
せんせい

に対
たい

して 対応 

第
だい

１段階
だんかい

 

・一回
いっかい

でも相手
あ い て

が嫌
いや

がることを言
い

う・嫌
いや

がることをする。 

・お互い様なふざけ合いだとしても、3～４回繰り返す。 

【信頼
しんらい

関係
かんけい

をくずす行為】 

例
れい

：陰口
かげぐち

や噂 話
うわさばなし

をする。仲間
な か ま

はずれをする。あおる。 

   体
からだ

のことや見
み

た目
め

、名前
な ま え

をからかったり、悪口
わるぐち

を言
い

ったりする。 

   殴
なぐ

るふりをする。 

   あおる。（相手
あ い て

をあえておこらせるようなことを言
い

う）  

・やらないといけないことをわかっているのにしな

いことが、さぼりであって、してはいけない。（先生
せんせい

が、許可
き ょ か

した時間
じ か ん

は休
やす

んでよい。） 

・ずる休
やす

みはしない。 

（ただし、心
こころ

が疲
つか

れたり、体調
たいちょう

が悪
わる

かったりした

場合
ば あ い

は学校
がっこう

を休
やす

んでもよい。もし、休
やす

む時
とき

には、家
いえ

で相談
そうだん

し、することを決
き

めて過
す

ごす。） 

先生
せんせい

が困る
こ ま る

こと 

（嫌
いや

だと思
おも

う人
ひと

と思
おも

わない人
ひと

がいる） 

・授業
じゅぎょう

が静
しず

かすぎる 

・ため口
ぐち

で話
はなし

をする 

・プライベートなことを聞
き

く 

・行動をした児童から話を聞き、状況に応じてその場で

先生が指導をする。 

・指導をしても、続けて行なった場合は、家庭に連絡し、

お家でも指導を行う。 

（困りごとに早く対応できるよう、月に１回の生活アン

ケートだけでなく、タブレットでのアンケートの実施や、

学期に１回面談を行う。） 

第
だい

２段階
だんかい

 

・何度
な ん ど

もしつこく相手
あ い て

が嫌
いや

がることを言う
い う

・嫌
いや

がることをする。 

【
（

信頼
しんらい

関係
かんけい

をくずす行為
こ う い

】
）

 

例
れい

：陰口
かげぐち

や噂 話
うわさばなし

をする。仲間
な か ま

はずれをする。あおる。 

   体
からだ

のことや見
み

た目
め

、名前
な ま え

をからかったり、悪口
わるぐち

を言
い

ったりする。 

   殴
なぐ

るふりをする。 

   あおる。（相手
あ い て

をあえておこらせるようなことを言
い

う） 

・人
ひと

に迷惑
めいわく

をかけることはしない。 

（タブレットの使
つか

い方
かた

のルールを守
まも

らない、関係
かんけい

のない話
はなし

、音
おと

を出
だ

す、立
た

ち歩
ある

きをするなど） 

・理由
り ゆ う

もなく授業
じゅぎょう

に遅
おそ

れない。 

・授業
じゅぎょう

を受
う

けず勝手
か っ て

に外
そと

にいることはしない。 

先生がよく思わないこと 

（いじめに近いこと） 

・悪口
わるぐち

を言
い

う 

・失敗
しっぱい

を笑
わら

う 

・授業中
じゅぎょうちゅう

に関係
かんけい

ない話
はなし

で盛
も

り上
あ

がる 

・勝手
か っ て

に先生
せんせい

の持
も

ち物
もの

を触
さわ

る 

・失礼
しつれい

な態度
た い ど

をとる 

・噂
うわさ

を流
なが

す 

・教室以外の教室に呼び出し、時間をかけて先生とは

なす。 

・先生と話しても、続けて同じことをした場合は、お家の

人に学校に来てもらって一緒に話しを行う。 

（一回目でもひどい場合は、一回で呼び出す） 

・必要に応じて、加害者、被害者、先生で話し合いをす

る。 

第
だい

３段階
だんかい

 

・いじめ（先生
せんせい

が入
はい

ることでおさまる） 

例
れい

： 複数
ふくすう

で無視
む し

。 

    物
もの

をわざと壊
こわ

す、隠
かく

す。 

    乱暴
らんぼう

なことを強
つよ

く言
い

う。（殺
ころ

すぞ、死
し

ねと言
い

った言葉
こ と ば

） 

・人
ひと

に迷惑
めいわく

をかけることはしない。（大声
おおごえ

、暴
あば

れる） 

・カンニングはしない。 

→一人で第一段階へ 複数で第二段階へ 

  ２回繰り返した場合は段階を一つ上げる。 

・授業
じゅぎょう

を受
う

けずに勝手
か っ て

に外
そと

にでて、友
とも

だちとあつま

って遊
あそ

んだり、他
ほか

のクラスに入
はい

ったりして邪魔
じ ゃ ま

をし

ない。 

先生
せんせい

に対
たい

するいじめ 

・あおる 

・指導
し ど う

を無視
む し

する 

・（授業者が）すぐに、別室に呼び出し、時間をかけて

(本人が落ち着く＋理解した様子がある)先生が指導を

する。 

※空いている先生または隣のクラスの担任の先生がフ

ォロー 

・すぐに、家庭に連絡を行い、学校で、校長先生なども

入れて、話し合いを行う。 

・必要に応じて、相手を呼び出し、相手への謝罪（され

た相手が望んでいれば）や今後の行動について話し合

いを行う。 

第
だい

４段階
だんかい

 

・犯罪
はんざい

行為
こ う い

 

例
れい

：ネット(ライン)に悪口
わるくち

を書
か

く。 

    お金
かね

や物
もの

を要求
ようきゅう

する。 

    暴力
ぼうりょく

を振
ふ

るってけがをさせる。 

    おどす。 

・長期的
ちょうきてき

ないじめや暴力
ぼうりょく

等
とう

で一生
いっしょう

の身体的
しんたいてき

・精神的
せいしんてき

な傷
きず

を負
お

わせ

る。 

・授業中
じゅぎょうちゅう

に他人
た に ん

を、攻撃
こうげき

しない。 

（攻撃
こうげき

は、暴言
ぼうげん

や暴力
ぼうりょく

など） 

・授業中
じゅぎょうちゅう

に学校
がっこう

からもらったもの、学校
がっこう

のものを

破壊
は か い

しない。 

・先生
せんせい

が書
か

いている黒板
こくばん

を授業中
じゅぎょうちゅう

に勝手
か っ て

に消
け

さ

ない。 

・学校
がっこう

にも来
こ

ずに、たむろしない。 

・スマホなどを持
も

ってきて授業中
じゅぎょうちゅう

に使
つか

わない。 

相手
あ い て

にけがをさせる 

・蹴
け

ったり、殴
なぐ

ったり、頭
ず

突
つ

きなどをする 

（相手
あ い て

を押
お

し倒
たお

す、相手
あ い て

にケガをさせる） 

・関係機関に連絡を行い、ともに指導を行う。（警察や

相談所など） 

・必要に応じて、出席停止を行うなど、相手の安全を確

保するための対応を行う。 

 

第
だい

５段階
だんかい

 

  
法律
ほうりつ

で禁止
き ん し

されていること 

・ものを使
つか

った暴力
ぼうりょく

（故意
こ い

、わざと） 

（法律
ほうりつ

で禁止
き ん し

されている暴力
ぼうりょく

【傷害
しょうがい

・暴行
ぼうこう

】） 

・SNSなどで先生
せんせい

の個人
こ じ ん

情報
じょうほう

を広
ひろ

める 

・警察に連絡をし、家庭と共に、警察での対応に応じ

る。 


